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にあたる2002年から 5 期連続で指定をいただいております。 1 期から 5 期まで指定を









　また、Japan Super Science Fair（JSSF）をこの間18回18年に渡って開催をしてき















































































































































鍛えています。さきほど紹介したJapan Super Science Fairでは、英語で自分の科学
研究のプレゼンをするし、質疑応答もするし、リーダーとしてホスピタリティも発揮
するし、ということで、英語運用能力としてはかなり高いレベルで使えていると思い
ますが、それは「サイエンスイングリッシュ」という授業の効果と言えます。相当実
践的かつ高度な内容で、独自の教材も開発しながらやってきました。なので、一言で
いうと、先生たちが頑張っていますということになります。
堀江：
　次は「海外研修ができない現在の状況ではどのような代替プラン・・・」。これは
ですね、簡単にお答えすると、行けないものは行けないので、可能な限りオンライン
でやっています。協定校との合同学習など、様々な交流をしているということになり
ます。
堀江：
　次の質問に行きますと、「中高の教師は理系文系の教師と分かれているのですが、
それぞれどのような教育をしていくことが重要だと思いますか？」。理系・文系と分
かれてしまうことは、もうディシプリン上しようがない面もあると思いますが、
SDGsが、理系と文系を結びつける軸になりうると思っています。どんな社会課題も、
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理系的な発想と文系的な発想の両方の視点から協働していかないと解決しないものだ
と思います。文理融合という理想もありますが、専門性との両立が難しいので、課題
を軸にした協働みたいなものを、教育の中で推し進めていくことが重要と思います。
堀江：
　最後の質問ですね。「国際教育の取り組みが障がい者理解教育やインクルーシブ教
育にプラスの効果をもたらすのではないかと感じながらお話を伺っておりました」。
そうですね、まさにその通りですね。「立命館の子ども達がインクルーシブな感覚を
持っているというような感じか」。ダイバーシティ＆インクルージョンの推進が、学
園全体での課題になっています。このダイバーシティ＆インクルージョン、その真ん
中にエクイティーというのがあると思うんですけれども、その概念を教育実践の隅々
にこれからもっと浸透させていきたいなと思っています。子どもたちは、小さい子に
なればなるほど、もともとオープンだしインクルーシブだと思うんです。障がいを
もった子どもたちもおりますけれども、それぞれ必要な支援でもって授業に参加して
います。みんな普通に受け止めているかと思います。D＆I課題の主なターゲットは、
大人の方ですね。大人がこれまでの人生で構築してきた偏見や先入観といった心の壁
を認識し、取っ払い、全体としてインクルーシブな方向にもっていくことは、ひきつ
づきの課題と思っています。
司会：
　時間の関係でこの辺にしたいと思います。堀江先生、改めてありがとうございまし
た。
堀江：
　どうも皆さんありがとうございました。
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